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高校生における和菓子の認知	
 

ー製法の異なる和菓子に着目してー 

 

村上陽子 
 

Recognition of Wagashi among High School Students 
 

Yoko MURAKAMI 
 

Summary 
  The present study examined the recognition of wagashi among 324 high school students. A questionnaire survey was 
carried out to clarify students’ recognition, palatability and eating habits regarding various kinds of wagashi. A large number 
of the students knew the names of different kinds of mochimono, such as ohagi, daifuku, and dango, while a small number of 
them knew the names of different kinds of nerimono, such as nerikiri, gyuhi, and konashi. Students had fewer experiences 
with seeing or eating wagashi than hearing their names. Most of the students did not know the materials or cooking methods 
of wagashi and had few experiences with making them. The students showed a higher interest in wagashi that they had eaten 
than those they had not. It is expected that learning about wagashi will make students more interested in learning food culture. 

 

キーワード：和菓子	
 wagashi，認知	
 recognition,	
 嗜好性	
 palatability，高校生	
 high school student. 
 
 

１．緒言	
 

	
 

	
 近年，伝統文化の充実が求められている。伝統文化

継承の重要性は，食育基本法をはじめとして改訂教育

基本法などで謳われている。これを受けて，平成 20

年告示の学習指導要領，および平成 29 年・平成 30 年

告示の学習指導要領において伝統や文化に関する教育

の充実が提言されている。	
 

	
 食文化継承のために期待できる伝統文化の一つとし

て和菓子がある。和菓子は我が国の長い歴史の中で発

達したものであり，多様な製法と種類，美しい色彩と

造形，繊細な季節感，菓銘による情景表現など，他に

類をみない特徴を示す。一方，食生活の洋風化などに

より和菓子の喫食頻度は減少し１），和菓子という食

文化を理解・継承する機会が喪失しつつある。	
 

	
 既報において，和菓子の認知や嗜好性について年代

や性別による相違を検討し，中学生２）や大学生３）４）

における和菓子の嗜好性は低くないものの，喫食経験

が少ないこと，男子より女子の方が和菓子に対する興

味・関心が高い傾向にあることを報告している。また，

幼児は知らない和菓子や食べ慣れない和菓子，特に小

豆餡に対する拒否反応が顕著であるのに対し５），大

学生では饅頭や大福など小豆餡を使った和菓子が洋菓

子と同程度に好まれる３）など，発達段階によって嗜

好する和菓子の種類が異なることを明らかにしている。

また，幼児を対象とした調査５）より，年少段階から

の和菓子経験は嗜好性の向上に繋がることが示唆され

たことから，若い世代において和菓子に対する理解を

深める機会を設けることが重要といえる。	
 

	
 前報６）において，文化・伝統継承に関する食文化

教材開発の一助として，高校生における和菓子の嗜好

性や食習慣などを洋菓子やスナック菓子と比較・検討

した。その結果，高校生について，和菓子の嗜好性は

高いものの，洋菓子やスナック菓子に比べて喫食頻度

が低いこと，和菓子の購入方法や嗜好性に関わる要因

が男女間で相違があること，和菓子の喫食機会が中学

生や大学生とは異なることが示唆された。このように，

和菓子の食嗜好性や食行動は年代や発達段階により異

なると考えられる。加えて，和菓子は製法や材料によ

り多様な種類が存在するため，各年代に応じた和菓子

の認知度や利用状況などを詳細に把握し，実態に応じ

た効果的な食文化教育を行う必要があると思われる。	
 

	
 本稿では，和菓子を用いた食文化教材の開発と実践

に繋げるために，和菓子の製法や種類に着目して，高

校生における各種和菓子の認知度や食経験を検討し，

一知見を得たので報告する。	
 

	
 	
 

２．方法	
 

 
（１）調査対象および調査期間 
調査は前報６）に準じた。静岡県立Ａ高等学校の生

徒 324 名（男子 130 名，女子 194 名）を対象に，アン

ケート調査を行った。調査期間は 2015 年２~３月，

回収率および有効回答率は 100％であった。本稿では

「高校生」と記す。	
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（２）調査方法および調査内容	
 

	
 調査は自記式質問紙法で行い，無記名・選択式とし

た。調査対象者に調査用紙を配布し，その場で回答し

てもらい直ちに回収した。	
 

調査する和菓子の種類は既報に準じた７）。文献８）-

14）を参考にして和菓子を分類し，生菓子，半生菓子，

干菓子に大別した。生菓子は「餅物，蒸し物，練り物，

流し物，焼き物」に分け，餅物として「おはぎ，大福，

団子，柏餅，桜餅，草餅」，蒸し物として「八つ橋，

饅頭，ういろう，蒸し羊羹，かるかん」，練り物とし

て「練り切り，求肥，こなし」，流し物として「水羊

羹，錦玉羹」，焼き物として「カステラ，どら焼き，

きんつば」，半生菓子として「最中，すはま」，干菓

子として「あられ，煎餅，かりんとう，おこし，落雁」

を用いた。尚，調査においては，製法による分類は示

さずに回答してもらった。また，羊羹や最中など，本

稿で漢字表記した名前については，ふりがなを付して

調査した。	
 

	
 調査においては各種和菓子の名称を提示し，名前の

認知度は「名前を聞いたことがありますか」，実物を

見た経験は「実物を見たことがありますか」，喫食経

験は「食べたことがありますか」，材料に対する認知

度は「だいたいの材料を知っていますか」，製法に対

する認知度は「作り方をだいたい説明できますか」，

調理経験は「作った経験がありますか」，調理に対す

る意欲は「調理してみたいですか」，和菓子の喫食に

対する興味は「食べたいと思いますか」という設問を	
 

たて，いずれも「はい，いいえ」から選択してもらっ

た。得られたデータの有意差は，母比率の検定，マク

ネマーの検定により検討した。	
 

	
 結果については，高校生の実態を分析するとともに，

校種や年代による相違や共通点を把握するため，中学

生２）７）や大学生３）４）の結果と比較することとした。	
 

	
 

３．結果および考察	
 

	
 

（１）名前の認知度	
 

	
 図１は，名前の認知度について，製法による分類別

に高い順に示している。全体において，餅物の認知度

はいずれも８割以上と高く，「おはぎ，大福，団子，

柏餅，桜餅」は 95％以上を示し，「草餅」も 89.5％

と高かった。８割以上の高い認知度を示したのは，蒸

し物では「八つ橋，饅頭」，流し物では「水羊羹」，

焼き物では「カステラ，どら焼き」，半生菓子では

「最中」，干菓子では「あられ，煎餅，かりんとう」

であった。一方，練り物はいずれも認知度が低く，

「練り切り，求肥」は約２割，「こなし」は１割以下

であった。男女においても同様の傾向が見られた。	
 

	
 男女間で相違がみられたのは，「ういろう，錦玉羹，

きんつば，おこし」であり，錦玉羹以外は女子の方が

男子より有意に認知度が高かった。	
 

	
 校種や年代における違いを明らかにするために，同

様の調査を行った中学生の結果７）と比較すると，中

学生においても餅物の認知度は高く，「おはぎ，大福，	
 

図１　各種和菓子の名前に対する認知度

男女間の有意差は母比率の検定を用い，女子のバーの上に記した（* p＜0.1，** p＜0.05，*** p＜0.01）。
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団子」は 95％以上を示した。一方，各和菓子の認知

度の高さは高校生の方が高く，認知度 95％以上を超

える餅物の種類は高校生の方が多かった。	
 

	
 認知度 80％以上の和菓子の種類は，蒸し物，流し

物，焼き物，半生菓子，干菓子であり，中学生・高校

生の間で共通していた。練り物（練り切り，求肥）に

ついては，認知度は中学生・高校生とも低かったが，

中学生が２割以下であったのに対し，高校生は２割を

超えていた（両者間で有意差あり，p＜0.01）。これ

らのことから，校種が上がることにより，和菓子の認

知度は上がるといえる。	
 

	
 男女間の相違をみると，中学生では 10 種類（柏餅，

八つ橋，ういろう，求肥，水羊羹，きんつば，あられ，

ボウロ，おこし，落雁）について，女子の方が男子よ

り認知度が有意に高かった。高校生で相違がみられた

のは４種類であることから，校種が上がると男女間の

相違が少なくなることが示唆された。	
 

	
 

（２）実物を見た経験	
 

	
 全体において，実物を見た経験が８割以上を示した

のは，餅物では「おはぎ，大福，団子，柏餅，桜餅」，

蒸し物では「八つ橋，饅頭」，流し物では「水羊羹」，

焼き物では「カステラ，どら焼き」，半生菓子では

「最中」，干菓子では「あられ，煎餅，かりんとう」

であった（図２）。	
 

	
 名前の認知度と比べて，実物を見た経験が有意に低

下したものが多く，両者間で有意な相違がみられなか	
 

ったのは 10 種類であった（大福，団子，八つ橋，饅

頭，カステラ，どら焼き，最中，あられ，煎餅，かり

んとう）。名前の認知度が５割以上を示したもののう

ち，実物を見た経験が最も低下したのは「きんつば」

(－28.6％)，次いで「ういろう」（－25.6％）であった。

名前の認知度の低かった菓子（かるかん，練り切り，

求肥，こなし，錦玉羹，すはま）は，名前の認知度に

比べて，実物を見た経験がほぼ半減していた。	
 

	
 男女においても，同様の傾向が見られた。男女間で

相違が見られたのは，「おはぎ，柏餅，ういろう，蒸

し羊羹，錦玉羹，カステラ，おこし」の７種類であり，

蒸し羊羹と錦玉羹以外は女子の方が有意に高かった。	
 

	
 名前の認知度や実物を見た経験について，男女で差

異が生じた理由として，女子は和菓子に対する嗜好性

が男子に比べて有意に高いこと６），女子の方が和菓

子を購入する機会や方法が多様であることから，様々

な和菓子に出会う場面が多いため６）と考えられる。	
 

	
 中学生７）では，「おはぎ，団子，饅頭，カステラ」

を除く全ての和菓子が，名前の認知度に比べて実物を

見た経験が有意に低下していた。また，両者間に有意

差のある和菓子の種類は中学生の方が多く，その低下

の程度も中学生の方が大きかった。このことから，高

校生の方が，中学生に比べて，名前の知識と「実物を

見る」という経験が結びついているといえる。	
 

	
 男女間で相違が見られたのは，高校生は７種類であ

ったが，中学生では 15 種類（おはぎ，大福，柏餅，

桜餅，饅頭，ういろう，練り切り，求肥，こなし，水	
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図２　各種和菓子を見た経験

男女間の有意差は母比率の検定を用い，女子のバーの上に記した（* p＜0.1， ** p＜0.05，*** p＜0.01）。
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羊羹，きんつば，あられ，ボウロ，おこし，落雁）で

あった。名前の認知度同様，実物を見る経験について

も，中学生の方が男女の相違が大きく，校種が上がる

ことによりその差が縮小するといえる。	
 

	
 

（３）喫食経験	
 

	
 全体において，喫食経験が８割以上であったのは

12 種類であり，餅物では「おはぎ，大福，団子，柏

餅」，蒸し物では「八つ橋，饅頭」，焼き物では「カ

ステラ，どら焼き」，半生菓子では「最中」，干菓子

では「あられ，煎餅，かりんとう」であった（図３）。	
 

	
 中学生７）で喫食経験が８割以上であったのは，10

種類（おはぎ，大福，団子，饅頭，八つ橋，カステラ，

最中，煎餅，かりんとう，あられ）であった。また，

他の菓子についても，全体的に高校生の方が中学生よ

り高かった。これらのことから，高校生の方が和菓子

の喫食経験が高いといえる。	
 

	
 大福や団子などは，朝作ってその日のうちに食べる

「朝生菓子」であり，価格面から見ても庶民的な親し

みやすさがある 11）。おはぎ，柏餅，桜餅，草餅など

は，本来，年中行事や人生儀礼を祝うハレの場面で摂

取するものであるが，近年，スーパーやコンビニエン

スストア，和菓子店などで日常的に販売されるように

なっている。前報６）において，和菓子の購入方法と

して，高校生は自分あるいは家族が購入することが多

いこと，また，スーパーで買う人が最も多いことが示

唆された。そのため，高校生にとって比較的安価で入	
 

手しやすいものが，日常の場面で購入・摂食されてい

ると考えられる。	
 

	
 次に，喫食経験と名前の認知度を比較すると，４種

類（団子，カステラ，どら焼き，煎餅）の菓子以外は，

前者が有意に低下していた。	
 

	
 喫食経験と実物を見た経験を比較すると，前者が有

意に低下していたのは，おはぎ，大福，団子，桜餅，

草餅，ういろう，水羊羹，最中（全て p＜0.01），柏

餅，八つ橋，蒸し羊羹，きんつば，かりんとう（全て

p＜0.05），饅頭（p＜0.1）であった。	
 

	
 和菓子の特徴の一つに季節感がある。和菓子が表す

季節感には２種類あり 11），一つは「その季節だけに

作られる」ことによる季節感の表現である。もう一つ

は，形や色合い，菓銘の音の響きによる「季節の訪れ

の表現」である。前者には，おはぎ，柏餅，桜餅，草

餅，水羊羹などがあり，後者には練り物（練り切り，

求肥，こなし）などがある 11）。	
 

	
 本研究において，「その季節だけに作られる和菓子」

のうち，名前の認知度や実物を見た経験ともに高かっ

たのは「おはぎ，柏餅，桜餅，草餅，水羊羹」である

が，喫食経験は桜餅と水羊羹が約７割，草餅は約５割

とやや低下し，実物を見た経験のある者のうち２割以

上が喫食経験を有していなかった。また，「季節を表

現する和菓子」である練り物（練り切り，求肥，こな

し）は，名前の認知度，実物を見た経験，喫食経験，

いずれも低かった。	
 

	
 	
 前報６）において，高校生の和菓子の喫食機会は	
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図３　各種和菓子における喫食経験

男女間の有意差は母比率の検定を用い，女子のバーの上に記した（* p＜0.1， ** p＜0.05，*** p＜0.01）。
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「おやつ，不定期」などが多く，季節や年中行事・人

生儀礼などの行事にあわせて食べる「節句，式典」は

低かったことをあわせて考えると，和菓子の多くは季

節や TPO を意識せずに食べられることが多いと考えら

れる。つまり，高校生においては，和菓子のもつ２つ

の季節感に対する理解が十分でないといえる。そのた

め，和菓子継承のためには，和菓子が季節感を大事に

する我が国の食文化 15）を反映していること，また，

作る時期や材料，色彩や造形，菓銘を大事にしている

ことを伝えていく必要があると考えられる。特に，認

知度や喫食経験が低かった「季節を表現する」練り物

については，多角的・多面的に理解を深めていく必要

があるといえる。	
 

	
 

（４）材料および製法に対する認知	
 

	
 全体において，材料に対する認知度はいずれも低か

った（図４）。喫食経験が８割以上あったもののうち，

材料に対する認知度が５割を超えていたのは「おはぎ」

のみであった。男女で相違が見られたのは「おはぎ，

大福，団子，柏餅，水羊羹，煎餅」であり，いずれも

女子の方が有意に高かった。	
 

	
 実物を見た経験と比べると，材料に対する認知度は，

全ての和菓子が有意に低下した。喫食経験者と比較し

ても，全てのものが有意に低かった。マクネマーの検

定により，喫食経験の有無と材料認知の有無の間に有

意差が見られたことから，喫食経験がある者の方が材

料の認知度が高いことが示唆された。	
 

	
 次に，各和菓子の製法に対する認知度について検討

した（図５）。「おはぎ」以外は２割以下と顕著に低

く，また，殆ど全ての和菓子が材料に対する認知度に

比べて有意に低下した（かるかん，求肥，こなし，錦

玉羹を除く）。	
 

	
 中学生７）においても同様の傾向が見られた。この

ことから，年齢に伴って和菓子に対する喫食経験は増

加するものの，材料や製法に対する知識はほとんど変

わらず低いまま推移するといえる。その理由として，

学校や家庭における調理機会の減少や喪失が考えられ

る。近年，社会が消費社会へと変化し，自ら作るより

も既に加工された商品を購入・利用する社会になりつ

つある７）。これは，中食や外食産業の発展にみられ

るように，食の世界においても同様である。和菓子を

見たり食べたりする経験はあっても，調理した経験は

全くないか，あるいは極めて少なく，今後さらにその

機会が失われていくと考えられる。一方で，伝統文化

継承のためには，自国の食文化についての知識と食経

験，および調理経験をもち，調理技術を伝承していく

ことが重要である。そこで，調理経験の有無について，

次項にて検討した。	
 

	
 

（５）調理経験	
 

	
 全体において調理経験が１割以上であったのは，お

はぎ（21.3％），大福（14.2％），団子（15.7％）の

３種類のみであり，それ以外は著しく低かった（図

６）。	
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図４　各種和菓子の材料に対する認知度

男女間の有意差は母比率の検定を用い，女子のバーの上に記した（* p＜0.1， ** p＜0.05，*** p＜0.01）。
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図５　各種和菓子の製法に対する認知度

男女間の有意差は母比率の検定を用い，女子のバーの上に記した（* p＜0.1， ** p＜0.05，*** p＜0.01）。
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図６　各種和菓子の調理経験

男女間の有意差は母比率の検定を用い，女子のバーの上に記した（* p＜0.1， ** p＜0.05，*** p＜0.01）。
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図７　各種和菓子の調理に対する意欲

男女間の有意差は母比率の検定を用い，女子のバーの上に記した（* p＜0.1， ** p＜0.05，*** p＜0.01）。
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図８　各種和菓子の喫食に対する興味

男女間の有意差は母比率の検定を用い，女子のバーの上に記した（* p＜0.1， ** p＜0.05，*** p＜0.01）。
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 中学生７）および大学生 16）においても，これら３種

類の調理経験は他の和菓子と比べて多かった。このこ

とから，調理経験のある和菓子の種類は非常に少ない

こと，また，調理経験者は少ないものの，団子・おは

ぎ・大福は年代に関わらず，家庭や学校などで調理さ

れていることが示唆された。その要因として，作り方

が比較的簡単であること，身近な材料で作ることがで

きることが考えられる。	
 

	
 そこで，実際に和菓子を調理してみたいか，調理に

対する意欲を検討したところ，総じて低かった（図

７）。最も高かったのはカステラ（35.8％）であり，

次いで八つ橋（30.6％）と続き，これら以外で２割を

超えるものは９種類（おはぎ，大福，団子，柏餅，饅

頭，どら焼き，最中，煎餅，かりんとう）であった。

これらの多くは，喫食頻度（図３）や材料に対する認

知度（図４）が比較的高いものであった。	
 	
 

	
 

（６）各種和菓子の喫食に対する興味	
 

	
 和菓子の喫食に対する興味について検討したところ，

31.2~42.9％を示した（図８）。詳細を見ると，名前

の認知度や実物を見た経験・喫食経験があるものより

も，これらの経験が少ない，または無いものの方が高

かった。例えば，流し物では水羊羹よりも錦玉羹の方

が高かった。かるかん，練り切り，求肥，こなし，す

はま，おこし，落雁も同様であった。	
 

	
 食経験者を対象に嗜好性を検討したところ，殆どの

ものが６割以上の高い嗜好性を示した（図９）。	
 

	
 このことから，名前を知らない和菓子，見たり食べ

たりした経験がない和菓子に対して，生徒は高い興味

関心を抱いているといえる。高校生の好奇心を喚起し

活用することにより，喫食経験をもつことができる。

さらに喫食経験を重ねることで，和菓子のもつ特徴を

伝えていくことができると考えられる。和菓子の理解

は，我が国の食文化の理解に繋がる。和菓子には多様

な種類が存在することから，高校生の興味関心に合わ

せて学習することで，和菓子の理解や文化継承，ひい

ては新しい文化創造へと繋げていくことが可能である

といえる。	
 

	
 

（７）和菓子を用いた食文化教育の重要性	
 

	
 和菓子は，視覚，聴覚，味覚，嗅覚，触覚全てで楽

しむことのできる「五感の芸術」11）といわれている。

特に，練り切りやこなしに代表される練り物は，季節

にあわせて作られる美しい菓子である。そのため，食

べる前には，造形の美しさや色彩の組み合わせで視覚

を，菓銘の響きで聴覚を刺激し楽しむことができるも

のである。また，実際に作ることにより，材料の柔ら

かさや滑らかさなどについて触覚を通して感知し，食

べることにより，味覚や嗅覚，触覚を使って楽しむこ

とができる。和菓子の喫食経験とともに調理経験を増

やすことで，こうした特徴について実感をもって理解

することができると考えられる。	
 

	
 一方，練り切りやこなしなどの練り物は，茶席に用

いられる「上生菓子」である。上生菓子は，次に出て
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図９　各種和菓子に対する嗜好性（食経験者）

男女間の有意差は母比率の検定を用い，女子のバーの上に記した（* p＜0.1， ** p＜0.05，*** p＜0.01）。
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くるお茶をおいしくいただくためのものであり，一般

の茶の間で出される菓子とは本来異なるものとされる
17）。茶会や茶事などの機会に乏しい若者にとって，

練り物などの上生菓子は馴染みが薄く，饅頭や団子な

どの朝生菓子に比べて価格も高い。その結果として，

生活の中で目にする経験や喫食経験が低下すると考え

られる。そのため，食文化教育の一環として家庭科や

総合的な学習の時間で和菓子を学んだり，社会科（地

理）など家庭科以外の教科と関連させて教科横断的に

学びを深めたり，小中高の校種間連携教材として用い

たりする必要がある。加えて，茶会を学校行事で行っ

たりするなどの工夫が求められる。	
 

	
 また，和菓子は茶の文化とともに発展したものであ

り，調査を行った静岡県は茶の生産地である。しかし，	
 

他の地域に比べて，茶の文化と和菓子の文化が連動し

て発達しているとはいえないのが現状である。菓子類

の１世帯当たり年間購入金額（都道府県庁所在市及び

政令指定都市における品目別ランキング）18）19）をみ

ると，「ようかん」（静岡市 1,041 円，全国 747 円）

や「他の和生菓子（ようかんやまんじゅうに分類され

ない和生菓子。半生菓子も含む。大福もち，おはぎ，

どら焼きなど）」（静岡市 10,085 円，全国 9,302 円）

は，全国平均より高いものの，「まんじゅう」（静岡

市 1,279 円，全国 1,321 円）や「カステラ」（静岡市

718 円，全国 898 円）は低く，順位も「ようかん」

（７位）以外は低く（「他の和生菓子」19 位，「ま

んじゅう」28 位，「カステラ」34 位），和菓子の種

類によって相違が見られた。また，洋菓子に比べて，

これら和菓子の消費量は全国的に減少傾向にあること

が懸念されている 20）。	
 

	
 そのため，練り物のみならず，多様な種類の和菓子

を用いて学びを広げることにより，各和菓子における

材料や製法などの技術，および，それに関わる知恵や

工夫，人生儀礼や年中行事との関わりなどを家庭や学

校で伝えていくことが重要である。これにより，様々

な伝統や文化の特色の理解に繋がるといえる。	
 

	
 

４．要約	
 

	
 

	
 高校生について，製法や材料に着目して，和菓子を

分類し，各種和菓子の認知度，喫食経験を調査した。

その結果，和菓子の種類によって傾向に偏りが見られ，

認知度や喫食経験は餅物類が高く，練り物類は著しく

低かった。また，喫食経験はあっても，その材料や製

造方法を知らない者や調理経験のない者が多かった。	
 

	
 和菓子は，我が国の重要な伝統文化であり，造形の

美しさや繊細な色づかいを特徴とする。和菓子の魅力

を多角的な視点から伝承していくためには，和菓子に

触れる機会を増やし，視覚や味覚などの五感を通して

和菓子を体験し，かつ，発達段階や性別，年代に応じ

た学習活動の工夫が求められる。今後は，本調査結果

をもとに実践を行っていく。	
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